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チベ ッ トに おけ る ジ ャ ム チ の 設置

山本　明志

は じめに

　13世紀に興 っ た モ ン ゴ ル 帝国は，そ の 領域内に ジ ャ ム チ （站赤／iamei）t すなわ ち駅伝網 を

張 りめ ぐらせ た 。 チ ベ ッ トもそ の 例外で はなか っ たが，チ ベ ッ トにお ける ジャ ム チ の 実態に つ

い て は，まだ十分 に解明 されて い る とは言 い がた く，例 えば その 設置年代 に つ い て も，諸研

究者 間で
一
致 した見解 は示 され て い ない

。 ジ ャ ム チ は 13〜 14 世紀の こ とを記すチ ベ ッ ト語史

料中に
’
jam〜

’
jamsと表記 されるが，ダス Das

，
　S．　C．は こ の 語を行政単位の 名称 と考え（Das・1904

，

97）， トゥ ッ チ Tucci
，
　G ，も，こ の 語が モ ン ゴ ル 語で 「駅」 を示す と指摘す る

一
方で ，行政単位

とも考 えた （Tucci　 1949，
13）。 その後 洛桑群覚 ・陳慶英 は，

’
j  〜’jamsを行政単位 とする考

えを批判 して 「駅伝／駅站」 を意味する こ とを指摘 し，チ ベ ッ トにお ける ジ ャ ム チの 設置を，

1260〜 1265年の パ ク パ （
’
phags　pa　blo　gros　rgyal　mtshan 　dpal　bzang　po）とその 弟チ ャ クナ ドル

ジ ェ （phyag　na 　rdo 　rje）の チベ ッ ト帰還時で ある と した （洛桑群覚 ・陳 1984
， 67， 71）。

　
一

方ペ テ ッ ク Petech，　L は，中央チベ ッ トにおけるジ ャ ム チの 設置 を 16世紀半ば成立の 『ケー

ペ ーガ トン』 に よ っ て 1269 年 と考え （Petech　 1990
， 62），また 乙坂智子は，「（チ ベ ッ トにおけ

る ）站赤の 設置年代 を特定す る こ とはむずか しい
。 世祖即位当初の 中統初年か ら．站赤の こ と

が すで に見 える第
一

次戸口調査の 段階，す なわち至 元五 （1268）年まで の 間と幅を持たせ る他

はな い 」と い う　（乙坂 1990
，
64）。

　ジ ャ ム チ に関わる具体的な記述 は， 1434年成立 の 『ギ ャ ブイクツ ァ ン』 （GBYT ）に見 られ

る ものが最 も古 く， 先行研究で も主 に本史料が利用 されて きた 。 しか し， その記述 は
一箇所に

まとまっ て い るわけで はな く， 主に 二 つ の 部分，すなわち表題の 無 い 273 〜 277 頁の 部分 （以

下 ［A］） と， 296〜 304頁の 「チ ベ ッ ト 13万戸の 弁別 と駅站 ・大 ジ ャ ム チ を管理する方法の 章

（bod　khri　skor 　bcu　gsum　gyi　ngos 　
’
dzin　dang　

’
ja
’
　mo 　

’
jam　ehen 　

’
dzin　lugs　skor ）」 とい う表題 を持つ 章

の 部分 （以下 ［B］）に分かれて い る 。 先行研究で は，こ の 二 箇所の 記述を
一

括 して 扱 っ て きた

が，両者の 描 くチ ベ ッ トの ジ ャ ム チ像 に は違 い が見 られ る 。

　本稿で は GBYT の 記す内容を，特 に こ の 記述箇所 の相違 に留意 しつ つ 再検討 し，チベ ッ トに

お ける ジ ャ ム チ設置の 年代 に つ い て考 えて み た い
。 あわせ て ，モ ン ゴ ル 時代 にお い て ，い かな

る背景の 下 で チベ ッ トに ジ ャ ム チが設置 されて い くの か も検討す る こ ととす る 。

1GBYT ［A］に見 えるジャ ム チ設置関係記事

GBYT にお い て ，ジ ャ ム チ に関わ る 記述 が現れる最初の 箇所は，［A ］の 部分 で ある 。 まずは
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じめ に，チ ベ ッ トにお けるジ ャ ム チ設置 につ い て述べ る次の 文章 を見て み よ う。

sa 　skya 　man 且a／
’
ja
’
mo 　che 　chung 　du ’

os〆sa
’jam　rtsub ／mi 　sde 　dar　rgud ！rgya

’

jam　la　dpes　las　tshugs

shog 　bla　ma 　
’

phags　pa　yar　phebs　dus／
’byon　lam　bde　dgos　pa　yin？ （GBYT ，274−75）

サキャ （sa　skya ）以東に，大小の
’ja’ mo （駅站）に適する ように，土 地が平坦か どうか，

（管理す る）民戸が 富裕か どうか，中国 （rgya ）の
’

jam （駅伝）を模範に して （駅伝を）つ

くれ 。 ラ マ ；パ クパ （bla　ma
’

phags　pa）が西 （すなわ ちチ ベ ッ ト）に行か れ る時，お い で

に なる道が快適で ある必要が ある 。

　 こ の 部分の発話者は，モ ン ゴ ル 帝国第五 代 カア ン の ク ビ ライで ある 。 ク ビ ライはダシ ュ マ ン

（Mon ．　Da §man ；Tib，　das・sman ）と い う人物を以前にチ ベ ッ トに派遣 して い たが，その 報告 を受け

た後，上 の よ うに述べ て い る 。 こ こ で は パ クパ が漢地か ら本拠地 で ある サキ ャ に帰還す る際，

道路が整備され て い る こ とをク ビ ラ イが求め て い る点が重要で ある 。
つ ま り，パ ク パ の チ ベ ッ

トへ の 帰還 と，ジ ャ ム チ の 設置は連動 して い る の で あ る
ω

。

　 パ ク パ の 居所 に つ い て は，福田洋
一 ・石濱裕美子が パ ク パ の 著作 の コ ロ フ ォ ン に基づ い て詳

細 に検討 して お り （福 田
・石濱 1986，45−72），それ に よれば 1264年は じめ に パ クパ はク ビ ライ

の もと を出発 し，1265 年 3 月ご ろ に はサキ ャ に 到着 して い る 。 す なわち，チ ベ ッ トに おける

ジ ャ ム チは，パ クパ がサキャ に到着す る 1265年 3 月 まで には，何 らかの 形で
一応 出来上が っ て

い た と考え られ る の で ある 。

　で は， どの よ うなル ー トが採用 された の で あろ うか 。 ［A ］ の 上 引箇所 に 続 く部分で は，ダ

シ ュ マ ン が再度チ ベ ッ トに派遣 され，ジ ャ ム チ を建設 した こ とが述 べ られ る
ω

。 ダ シ ュ マ ン は

ドメ ー （mdo 　smad ）の デ ン テ ィ ク水晶仏殿 （dan　tig　shel　gyi　lha　khang）
・ドトゥ

ー （mdo 　stod ）

の ツ ォ ム ドサム ドゥ プ寺 （gtso　mdo 　bsI  ’

grub）
・
ツ ァ ン （gtsang）の サキ ャ の 三箇所で 民衆 を集

め，そこ で 人 々 に下賜 品を与 え，クビ ライの 聖旨を読 み上げた とい う
ω

。 そ して こ の 聖旨は，

ジ ャ ム チ建設に 関する もの で あ っ た （GBYT ，275 ）。

　さて ，沈衛栄の 研究 に よれば，デ ン テ ィ ク水 晶仏殿 は河州
〔4）

にあ り，こ こ には吐蕃等処宣慰使

司都元帥府 （＝朶思麻宣慰司 ＝ドメ ー宣慰司）が置かれ て い た 。 また， ツ ォ ム ドサム ドゥ プ寺

は ，土蕃等路宣慰使司都元帥府 （＝ 朶甘思宣慰司 ；ドカ ム ［mdo ・khams］宣慰司）の 治所で あ っ

た と推測 され，サ キ ャ は間違い な く烏思蔵宣慰使司都元帥府 （＝ウ ・
ツ ァ ン宣慰司）の 治所で

あ っ た （沈 2003 ，81− 87）。 ダシ ュ マ ンが こ の 三箇所で ジ ャ ム チ設置の 聖旨を読み上 げたの は，

ジ ャ ムチ ル ー トが これ らを繋ぐ道で あ っ たか らだ ろ う。 こ の 三 宣慰司は，大元朝廷の チ ベ ッ ト

行政 を担 当する宣政院の 主 たる出先機関で あ り，行政文書の や りと りや官員の往 来の 便の ため

に は，ジ ャ ム チ ル ー トは当然 こ の 三地点 を通 っ て い る はずで ある 。

　 また，GBYT は ダシ ュ マ ン に よ る 聖旨の 宣読の 記事 に続 けて ，以下の よ うに述 べ る 。

rgya 　bod　kyi　so
’

tshams 　nas ！sa　skya 　man 　la／’

jam　chen ／kun　dril　nyi 　shu 　rtsa　bdun　9tsugs！so 　sor 　phye

na ！mdo 　smad 　pa
’jam　pas1’ja’　mo 　bdun！rndo 　stod 　1a1’ja

’
　mo 　dgu　dbus　gtsang　la　’ja

’
　mo 　bcu　gcig　de

’i

nang 　nas 　kyang！dbus　pa
’ja’ mja

’
　mo 　

’
dzin　dgos　pa　la／sog 　shag 　rtsi　bar／sha 　pho／rkong ！dgon　gsar／gya

ba　dang　bdun！gtsang　pas
’dzin　dgos　la／stag 　tshong

’dus！dar　1ungs！grom　mda
’

　rang 　dang　bzhi　btsugsノ
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so ・so
’i　khris　skor 　rnams 　kyis／’

jam　skyor 　
’dab　pa

’i　bkod　pa　byas1 （GBYT ，　275−76）

中国とチ ベ ッ トの 境か らサ キ ャ以東に，
’
jam　chen （大駅站）を全部で 27建て る 。 それ ぞれ

分ける と， ドメ
ー

の 人の
’

jam　pa （站戸）に よる駅站は 7， ドトゥ
ーに駅站 は 9，ウ

・
ツ ァ

ン に駅站 は 11。 その 中で ，ウ の 人の 駅で 駅站 を管理する必要がある の は ， sog
・
shag

・
rtsi

bar・sha 　pho ・rkong ・dgon　gsar・gya　ba の 7 箇所 で ある 。 ツ ァ ン の 人が管理する必要がある

の は，stag ・tshong
’dus ・dar　1ungs　’　grom 皿 da

’
rang の 4箇所で ある 。 それぞれの   ris　skor

（万戸）達に よる，（管理す る）駅伝の 範囲をつ くるべ し。

　 こ こ か らは，中国とチ ベ ッ トと の 境か らサキャ まで が，こ の 時 に設置 され たジャ ム チ ル ー
ト

で あ っ た こ とがわ かる 。 中国とチベ ッ トとの 境界 として は ， 臨挑が重要で ある
（5）

。 臨挑府は大

元政府 の 行政 区画上，陝西行省の 下の 鞏 昌等処総帥府に所属してお り （ys ，
1429−30），中国か

らチ ベ ッ トへ 向か う際， 中国側の 出口は 臨挑で あっ た 。 で はチ ベ ッ ト側の 入 口は どこで あ っ た

の だろ うか 。
パ ク パ の サ キ ャ帰還 にあわせ たジ ャ ム チ設置よ り時代は くだ るが ，『元史』巻 7，

世祖本紀 4， 至元九 （1272）年四月己丑 の条には，次の よ うな記述が ある 。

詔 して土蕃 ・西川の 界に寧河駅 を立つ
（6）

。 （YS ，
141）

　寧河 は 『元史』巻 60，地理志 3 に よる と，ドメー宣慰司 に属す る河州路の 属県で あ っ た （ys，

1432）。 ドメ
ー
宣慰司は先述 の 通 り，チ ベ ッ ト行政 を管轄す る宣政 院の 官衙で あ り，寧河は チ

ベ ッ ト領域 内にある とい える（YS ，
2195）。 すな わち，チ ベ ッ ト側の 入口 と して 1272年に なる と

寧河駅が建て られた の である。 サ キ ャ まで の ジ ャ ム チ設置 当初，寧河駅 は存在 して い な い が，

GBYT の言 う 「中国 ・チ ベ ッ トの 境」とは，地理 的に は臨挑〜寧河あた りを考 えれ ばよい で あ

ろ う。

　［A ］の記述 に よ り，パ ク パ の サ キ ャ へ の 帰還 にあわせ て チ ベ ッ トに ジ ャ ム チが建設 された こ

とが わか り，また パ ク パ がサ キ ャ に到着 して い る 1265年 3 月 まで に は，臨挑付近か らサ キ ャ ま

で の ジャ ム チ ル ー
トが ひ とまず完成 して い た と い う結論が導かれる 。 そ して，こ の ル ー トは，

宣政院の出先機関で ある三 宣慰司の 治所 を繋 ぐもの で あ っ た 。

2GBYT ［B］に見 えるジャ ム チ設置関係記事

　匚A ］の箇所の 後，GBYT は チ ベ ッ トの ジ ャ ムチ がい かに素晴 らしい か につ い て，そ して ク ビ

ライが戸口調査 をチ ベ ッ トにお い て 行い ，パ ク パ にチ ベ ッ ト13 万戸 を献上 したエ ピ ソ
ー

ドを記

す。 そ して，ク ビ ライの 南宋遠征 で 活躍 したバ ヤン （伯顔／Tib．　ba　yan）の事績
（7）
，大元朝廷で

経済官僚として専権をふ る い ，チ ベ ッ ト行政に も深 く関わ っ たサ ン ガ （桑哥／Tib．　sang 　gha）の

事績が記され る 。 サ ン ガの事績の 中には，ウ地方の ジ ャ ム チの 管理方式 を改革 したこ とが挙げ

られて い るが ，こ の点は後で 論じる。 お お よそ 匚B］ まで の GBYT の 記述 は整然 と時系列川頁に

並ん で い る印象は な く，GBYT に先行す る様々 な書物 に見 えるエ ピソ
ー ドが羅列 されて い る よ

うで ある 。

　そ して ［B ］の 記述が始まる 。 特徴的 なの は，こ の 箇所が先述の とお り 「チ ベ ッ ト 13 万戸の
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一

弁別 と駅站 ・大 ジ ャ ム チ を管理する方法の 章」 とい う表題を持 っ て い る こ と で ある 。 こ の 表題

が どの 段 階で付 されたの か は不明で あ るが ， ［A ］ とそれに続 く一連の 記述 とは ，
こ の 表題 に

よ っ て
一線が 画 され て い る 。

　匚B ］で は ， まず戊辰 （sa　
’
pho　

’
brug）の 年 ， すなわち 1268年に大元朝廷か ら派遣 された ア ク

ン （akon ）とミ リ ン （mi 　gling）が戸ロ調査 を行い ，それか ら 20 年後の 丁亥 （me 　phag）の 年，

つ ま り1287年にホ シ ュ （ho　shu ）とウヌ ケ ン （u 　nu 　khan）の 二 人が派遣 され ， サキャ の 行政長

官で ある プ ン チ ェ ン 職にあ っ た シ ュ ン ヌ ワ ン チ ュ ク （gzhon　nu 　dbang　phyug）とともに再度戸 口

調査 を行 っ た こ とが述べ られ る （GBYT ，
298）。 それ に続い て，中央チ ベ ッ トの万戸の名 とそ れ

ぞれ に属する戸数が列挙 され る 。 こ の記述が戸口 調査 の結果で ある こ とは 間違 い な い 。 以 下最

初の 部分だ け示す 。

stod 　kyi　mnga
’
ris　skor 　gsum 　po〃pu 　rangs 　gangs　ris　skor 　ba　dang〃gu　ge　g−ya

’

yi　bskor　de　dang　1！

mang 　yul　chu 　yis　yongs　bskor　ba〃de　m   s　kun　du　dril　ba　la〃rtsa　dud　nyis 　stong 　dnug　brgya　dang〃

sum 　cu 　rtsa　lngar　kun　kyang ’
dus！／mnga

’bdag ’
og 　na 　yod 　pa　yis！fmnga

’
ris　phyogs 　kyi　mi 　sde 　la〃

bdun　bryga　drug　cu 　rtsa　bdun　no 〃la　stod 　lho　pa
’
i　dud　kyi　grangsf／stong 　dang　brgyad　cu　rtsa　dgu　yin〃

la　stod 　byang　Pa　la　gtogs　pa／！nyis 　stong 　nyis 　brgya　bcur
’dus／／lha　sde 　gzung 　Pa　zur 　na 　gsalffde　nas 　chu

rnig　khri　bskor　1al／hor　dus　sum 　stong 　nyag 　gsum 　yin／！zhal 　lu　khri　bskor　sum 　stong 　dang〃brgyad　brga

dgu　bcu　rtsa 鉚 yis　yod〆！（後略） （GBYT ，298−99）

西部の mnga
’ ris三地方は，　 pu　rang は雪 山に 囲まれ て お り，　 gU　ge は岩山に 囲まれ て お り，

mang 　 yulは水 で広 く囲まれて お り，それ らはすべ て をまとめ る と，主 た る戸は 2635 戸 に

一切が集 ま り，王の 下に ある mnga
’
ris 地区の 民戸 と して は 767 戸が ある 。 南 la　stod の 人 の

民 戸 の数は， 1089戸 で ある 。 北 la　 stod の 人 に含 まれる もの は，2210 戸が ある 。 寺戸に 区

分 される もの を除 くの は明 らかで ある 。 それか ら，chu 　mig 万戸 には，民戸が 3003 戸で あ

る 。 zhal 　lu万戸 に は 3892戸がある 。 （後略）

そ して戸 口調査の 結果に続 い て，どの 万戸が どの 駅站 を管理す るかが 記 され る 。 例えば ツ ァ ン

の駅站で ある dar　1ungsに関 して は，次の ように記 される。

chu 　mig 　khri　bskor　sum 　stong 　nyag 　gsum　gyis〃dar　lungs
’
jams　chen

’dzin　pa　yin （GBYT ，　302）

chu 　mig 万戸 は 3003 戸で，　 dar　lungs大駅 を掌握 する 。

戸 口調査で chu 　mig 万戸 に は 3003戸ある と されて い たが，その す べ て で dar・h皿 gs 大駅站 を管理

して い る こ とに なる 。 こ の よ うに戸 口調査で 示 され た戸数と，ジ ャ ム チ管理 を負担する戸数が

一致する例はとて も多い 。 チベ ッ トの 民戸の ほ とん ど は，ジ ャ ムチ を管理 す る站戸 と され て い

たの か もしれ ない
（8）

。 さて，こ の ジ ャ ム チ管理規定の 箇所 に現れる駅站の 名 （GBYT ，
　302−03）

と，匚A ］に挙が る ウ ・ツ ァ ン の駅站名 （GBYT ，275−76），及び 匚A］ と ［B］の 問に挟 まれた，

サ ン ガの 事績中 に見える ウ の 駅站名 （GBYT ，292）を対照 させ た もの が，次の 【表】で ある 。
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【表】中央チ ベ ッ トに おけ る 駅站 名一覧

恥 ［A ］PP・275−76P ．292 ［B］PP．302−03 管理者 管理 戸数

1 四 大駅站 9的ang ！mnga
’
ris 各 100戸

2 sa 　skya の 大 站 南 北 mnga
’
ris

3 mar 　la　than9 の 小站 南 mnga
’
ds？

4 zhab 　khロr の 小 站 mnga
’

ris

5 gyam　rings の 小站 mnga
’
ris

6 sp ・ ng 　len の 軍站
　　　　，
mnga 　 nS

7 maph   9 の 小站 pu 「ang3

8

鞨
矗
e
・窪
’
魅

目
』
舉
琵
萄

南北 gu　ge の 小站 me 　tog 　se　rur

9 dar　lungs dar　lungs の大站 chumig 万戸
　　　　一
3003 戸

10 tshong
’dus tshong

’dus zhal 　lu
　　　　一
3060戸

ya
’bro9 16【eb

11 stag stag bya　r。g　tsh＆ng 28rta　mgo

5hang Urta 　mgo

12 y 霞 srlb の 小站 ya
，bro9

13 gr。m 　mda
’
rang

亘4 gope
’
bri　khung

　　　　一
3000尸

byayul
　　　　一
2650 尸

15 9α 「a ’
tshal

　　　一
350 尸

16
「gyama

　　　　一
2650 尸

so9 s「09 so9 ’
tshal

　　　一
350戸

phag 　gru
　　　　一
2438 戸

17

報
矗
e
譽

巷

煮si　bar rrt5i 　bar 賞 si　dbar stag　luu呂
　　　｝
500 戸

lha
　　　一
60G尸

18
gramath 跚 9 な ど

　　　一
200丿コ

shapo sha 　phosha 　pho ’
ol 　kha 4戸

19 rkong rkong rkong 9−y 鼬
’bz跚 g

　　　　一
3000尸

20 shag sbag

21 dgon　gsar dgon　sar

22 gyaba gya　ba

　［A ］に挙が る駅站名は，中央チ ベ ッ トにお ける ジ ャ ム チの 初置段 階 の もの で あ っ た。【表】

か らは，サ ン ガ の事績中に見えるウ の 駅站名 と，［A ］に見 えるそれ とは ，綴 り字の 異 同は ある

が，おお よそ一致 して い る こ とが わか る。 しか し，匚B コに見える駅站名 は，［A コ及びサ ン ガ の

事績 中に見 えるそれ とは， い くつ か の 部分で異な っ て い る 。 特 にNQl 〜 8の チベ ッ ト西部の ン

ガ リに関わる駅站が増えて い る こ とは注目に値する 。
つ ま り，初置段階以降， ［B］の ジ ャ ム チ

管理規定の 記述 の もとにな る もの が書か れる まで の 問に，ン ガ リ方面ヘ ジ ャ ム チ ル ー トが延長

されて い たと考え られ る の である
（9）

。

　さて，こ の ジ ャ ム チ管理 規定は，どこ の 万戸が何戸 で ，ど こ の 駅站 を管理するかが 記され て

お り，戸 口調査の 結 果をうけて書か れ た こ とは間違い ない 。 チ ベ ッ トに おけ る戸口調査は先述

の 通 り，1268年 と 1287年の 二 回実施され て い る 。 で は，どちらの 戸口調査の 後に こ の 管理 規

定が作 られたの だろ うか。また，い つ ご ろ ン ガ リ方面ヘ ジ ャ ム チル ー トが延長 され たの で あろ

うか 。 こ の問題 につ い て は，［B ］の 戸 口調査と ジ ャ ム チ管理規定の 典拠 お よび時代背景か ら

考えて み たい 。
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3　戸 口 調査 とジャ ム チ管理規定

　［B］の戸 口数の 記録の 最後に は，その 典拠 につ い て 「サキ ャ の プ ンチ ェ ン で zam 　 gru　 gun

ming 　dben　huo °）
の 地位にある シ ャ

ー
キ ャ サ ン ボ （sha

’kya　bzang　po）」 の 記録 に よ っ た と記 され

て い る 。 シ ャ
ー

キ ャ サ ン ボ は パ クパ が クビ ライ の もとへ 再度赴 く際 に，後事を託 されて初代プ

ン チ ェ ン に任ぜ られ た人物である 。
パ クパ は 1267年にサ キ ャ を出発するが （福 田

・石濱 1986，

67−68），その 翌年，1268 年に第
一

回 目の 戸 口調査が行わ れ て い る。そ の 差 は
一年 で ある 。 1268

年にシ ャ
ーキャサ ン ボが まだ プ ン チ ェ ン職 にあ り，［B ］の 戸数の記述 は彼の記録を写したもの

と考えて も，年代上矛盾は ない 。 また，ジ ャ ム チ の 設置と管理 方法の 確定は セ ッ トで考える べ

きもの で あろ うか ら，第一回戸 口調査 に基づ き何 らかの ジ ャ ム チ管理規定が 作 られた はずで あ

る。

　で は，［B ］の ジ ャ ム チ 管理規定が 第
一

回戸口調査 に基づ くもの と即断で きるだろ うか 。 ジ ャ

ム チ 管理 規定の 冒頭 は 「ッ ァ ン 方面は ア ク ン とミ ン リ ン （ming 　 gling）の ，ウ方面は司徒 ア キ

（si　tu　a　skyi ）の 行 っ た戸口 調査 に よ っ て ，ジ ャ ム チ を管理 する方法は 次 の 通 りで ある」 と い う

文か ら始まる 。 ア ク ン とミ ン リ ン （ミ リ ン の 異綴 りで あろ う）と い う 1268 年の 調査者の 名前が

挙が っ て い る こ とか ら，こ れは第一
回戸口調査に基づ くもの で ある と も考 えられ る。しか し こ

の 管理 規定の最後の 部分で は 「サ キ ャ パ の ナ ン チ ェ ン （nan 　chen ）と都元帥 （du　dben　sha ）であ

る シ ュ ン ヌ グ ン （gzhon　nu 　mgon ）」の 記録に よ っ て こ れ を書 い た，と GBYT は述 べ て い る 。 こ

の シ ュ ン ヌ グ ン の 名に 一致する 人物は，管見の 限 り諸史料中か ら見出すこ とはで きない 。

　一方，第二 回目の 戸口 調査の 際 に協力した人物 として，プ ン チ ェ ン の シ ュ ン ヌ ワ ンチ ュ クが

い る こ とは
， 前章で 述 べ た とお りで ある 。 こ の 人物は 『元史」巻 ］5，世祖本紀 12，至元 二 十五

（1288）年十 月己未の 条に，

烏思蔵宣慰使軟奴汪朮は嘗て其 の 管内 の 兵站の 饑戸 を賑 わせ ば，桑哥之 を賞さん こ とを請

い ，銀二 千五 百両 を賜う。 （YS ，
315）

とある ，ウ ッ ァ ン宣慰使の 軟奴汪朮と同
一

人 物と考えられ て きた （陳 1984，2）。 こ の 記事自体

はプ ン チ ェ ン が宣慰使で ある点が 注目され て きたが ，彼が 「管内の 兵站の饑戸」 に援助し，チ

ベ ッ トと もかか わ りの 深 い サ ン ガ に よ っ て 賞賜 に与 っ て い る 点 も重要 だ ろ う。 また 「兵站」

は， 【表】の No ．6 で 「軍站」と訳出 した，チ ベ ッ ト語で い うと こ ろ の 「dmag
’
jams」 と語の 構造

が等しく， 関連が予想され る。こ の 『元 史』の 記事もあわせ て 考える と，シ ュ ン ヌ ワ ン チ ュ ク

は，第二 回戸 口調査 と駅站行政 に 関わ っ た人物だ と言える 。 さ らに，ウ ツ ァ ン宣慰使 は 「宣慰使

司都元 帥府」の 長官で あ り，
シ ュ ン ヌ ワ ン チ ュ ク が都元帥を名乗 っ て もおか しくは ない 。 「シ ュ

ン ヌ グ ン」の 「グ ン」は現在の 所解決で きない が，［B ］の ジ ャ ム チ管理規定 の 典拠 とな っ た も

の を書い た 「都元帥シ ュ ン ヌ グ ン」は
， 第二 回戸 口 調査 に関わ っ たプ ンチ ェ ン の シ ュ ン ヌ ワ ン

チ ュ クで あ り．［B ］の 記述 は 1287年の 第二 回戸 ロ調査 を うけた もの で ある， とい う可能性は

否定 しきれ な い と思われ る 。
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　次に時代背景か らこ の 問題を考えてみ よ う。 1270 年代 になる と，二 代 目プ ン チ ェ ン の クン

ガ
ー

サ ン ボ （kun　dga’

　bzang　po）が 中央チ ベ ッ トで 反旗 を翻 し，パ クパ は 1275 年 に西平王 ア ウ

ル クチやサ ンガ と と もに，サキャ に戻 る こ とに なる （中村 1997， 124−26）。 ク ン ガ ーサ ン ボの

乱は 問もな く平定され るが，そ の 戦後処理 にお い て ，サ ン ガは 「上手の モ ン ゴ ル （stod 　hor）」

に対する哨戒所に守備隊を設置する （中村 1997
，

128）（
1D

。 「上 手の モ ン ゴ ル 」 は西チ ベ ッ ト方

面か ら侵入 して くる勢力だ と考え られ，中村淳は，これ は当時クビ ライ政権と対峙 して い た シ

リギ に関わ る勢力で は ない か と推測する （中村 1997，129）。 またこ の 時，サ ン ガ はウ の万戸の

ジ ャ ムチ管理方式を改め，これ まで ウ の 万戸配下 の 民戸が管理 して い た中央チ ベ ッ ト北部の 駅

站 を，チベ ッ トに駐留 して い るモ ン ゴjv軍が管理 し，物資納入だけをウの 万戸に課すこ とに し

た （GBYT ，292 ）。 先に引用 した 『元史』に見 える 「兵站の 饑戸」 と言われ る もの は，こ の サ ン

ガ の 改革時 に登場 した，モ ン ゴ ル 兵が常駐 して い る駅站 に物 資を納入する民戸を指すの か も し

れ ない 。 い ずれにせ よ，1275 年時点で は多数の モ ン ゴ ル 軍が中央チ ベ ッ トに駐留 し，西チ ベ ッ

トへ の 警戒や，ジ ャ ム チの 維持管理に従事 して い たの で ある 。

　そ して 1280 年 に パ クパ が逝去す る と， 1285年頃か らウ の デ ィ ク ン パ （
’bri     g　 pa）が サ

キ ャ に対 して反乱 を起 こ す。そ の 際もデ ィ ク ン パ は ，「上 手の モ ン ゴ ル 」 を引 き入れた とされ

る ， こ の 時 の 「上手 の モ ン ゴ ル 」は 時期か ら考えて ，中央ア ジ ア で ク ビライに対 し て大 きな反

攻勢力 とな っ て い たカイ ド ゥ の 勢力で はな い か と考え られ て い る （中村 1997
，
128−29）。

　1270年代以 降，「上手の モ ン ゴ ル 」に対処するた め，西チ ベ ッ ト方面へ の警戒が 必要になる

情況 が生 まれ る
Q2）

。 こ こ で ，再度 【表】の 匚B］を見て み る と，［A コには見 られ なか っ た ン

ガ リの 駅站名が並 ん で い る こ とが重要な意味を持 っ て い る ように 思 わ れ る 。 そ もそもジ ャ ム チ

は，辺境 の情勢を中央に通達する こ とを目的の
一

つ と して い た
（13）

。 正確で 迅速な軍事情報を伝

達す るため に は，駅伝の 力は不可欠で ある 。 時代背景 を考慮に入れ る と
，

ン ガ リ方面ヘ ジ ャ ム

チル ー トが延長 され る必要性は，1270年代以 降に生 じる と考えられ る 。

　ン ガ リに 関する漢文史料は極め て 少な い が，『元史』巻 17，世祖本紀 14
， 至元二 十九 （1292 ）

年九月甲申の 条に，

烏思蔵宣慰司言え らく，「必里公反する の 後由り，站駅遂に絶え，民貧 に して 供億す可 き無

し」 と。 命 じて烏思蔵の 五駅 に各お の 馬百 ・牛二 百 ・羊五 百 を給 し
， 皆な銀 を以て す 。 軍

は七百三 十六戸，戸ご とに銀百五 十両 な り。 （YS ，
366−67）

と い う記事がある 。 必里公はデ ィ ク ン （
’bri    g）の 音写で ある 。 デ ィ ク ン パ の 乱に よ り，チ

ベ ッ ト内部の 駅站がその 影響 を被 るが ，ウ ツ ァ ン 宣慰司 はそれ に対 して 援助 し きれない こ とを

中央政府に報告す る 。 そ して 中央 はウ ・ッ ァ ン の 五 つ の 駅 に対 し，銀立て で 馬 ・牛 ・羊購入の

費用 を支給 して い る 。 さて，こ の 時中央チ ベ ッ トの 問題 を中央政府に報告 して い る の は 「烏思

蔵宣慰司」で あ っ た 。 しか し，後続す る九月丁亥の 条で は

宣政院の 言 に従 り，烏思蔵納里速古兒孫等三路宣慰使司都元帥 ［府］ を置 く。 （YS ，
367）

と記 されて い る
（14）

。 「納里速古兒孫」は ン ガ リ コ ル ス ム （mnga
’hs　skor 　gs  ）の 音写で ある 。

1292年の 時点で，大元朝廷は 中央チ ベ ッ ト行政に 関わ る 出先機関で ある ウ ッ ァ ン宣慰司に ン ガ
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リの 名を付 した の で ある 。
つ ま り大元朝廷が掌握する 区域 と して ン ガ リ地区が本格的に加 わ っ

た の は，ク ビライ時代末期で あ っ た と考え られ る
〔15）

。

　最初の 戸 口調査がチ ベ ッ トにおい て 実施 された 1268年の 時点で ，ン ガ リ地区に ジ ャ ムチ を設

置する積極的 な理 由は見 出せない 。 む しろ，二 回 目の 戸 口調査が実施 された 1287年な らば，中

央チ ベ ッ ト内部の混乱に 関わ っ て侵入する 「上手の モ ン ゴ ル 」の 警戒の ため，ン ガ リ地 区は注

目されて い る情況にあ り，また親ク ビライの 立場で あるサキ ャ を防衛す るため，サ キャ以西の

大元朝廷に よる掌握は不可 欠の段階に入 っ て い る 。

　こ の よ うに時代背景を考える と， ン ガ リ方面 へ の ジ ャ ム チル ー トは，漢地 とチベ ッ トとの 境

か らサ キ ャ まで の ル ー
トが設置された初置段階には な く，ク ン ガーサ ンボの 乱 ・

デ ィ ク ン パ の

乱な どで ン ガ リ方面に お ける対 「上手の モ ン ゴ ル」の警戒が な された際に設置 されtl287 年の

戸ロ調査 を経て管理規定が 決定された と考えられ る ので ある。また，プン チ ェ ン の シ ュ ン ヌ ワ

ン チ ュ ク の 存在 も考慮すれ ば，［B］の ジ ャ ム チ管理規定は． 1287年段 階の情況が反映 されて い

る可能性 が高 い とい える 。

おわ りに

　以上 検討 して きた こ とを ま とめ れ ば，次の ように言える。 まず 1265年の パ クパ の 第一回サ

キャ帰還にあわせ て ，中国とチ ベ ッ トの 境か らサ キ ャ まで の ジ ャ ム チ ル ー
トが 開設 され た。こ

の 時の こ と を記 した もの が ［A ］ に あた る 。 しか し，この 時点で は十分な駅站管理規定は作成

され て い ない
。 1268年に第

一
回戸 口調査が チ ベ ッ トに お い て実施 され ，それに基づ い て駅站の

管理規定が作 られ た の で あろ う。1270年代以 降，西 チ ベ ッ ト方面 か ら 「上手 の モ ン ゴ ル 」が

侵入 して くる よ うに なる と，そ れ に対する軍事的警戒 の 必要か ら，サ キ ャ 以西の ン ガ リ方面ヘ

ジ ャ ム チ ル ー トが延長され る。そ して ，1287 年の 戸 口調査 に基づ き，ジ ャ ム チ管理規定は修正

され，［B ］の 記録 として残され た。すな わちチ ベ ッ トに お ける ジ ャ ム チ の 設置は，少な くと も

二 段階の 過程 を経て お り，か つ そ の 設置にお い て は，パ クパ の 帰還・「上手の モ ン ゴ ル 」 へ の 警

戒 とい う歴史的背景が あ っ た と考え られ る。

　モ ン ゴ ル 時代 にお い て ，チ ベ ッ トは中国や 中央ア ジ ア の 情勢の 影響 をそれ まで 以上に強 く受

け 1 変化 して い く。モ ン ゴ ル 政権 に よるジ ャ ム チ の 設置 も，チベ ッ トに もた ら され た変化 の
一

つ で ある 。 この ジ ャ ム チ を利用 し，チ ベ ッ ト人の 僧侶 たちは中国か ら大量の 布施 をチ ベ ッ トに

運び込む よ うに な っ た （山本 2008）。中国へ の 公的なル ー トは，モ ン ゴ ル 時代以降，寧河 ・臨

挑 へ 抜 ける ル ー トとと もに，四 川へ 出る ル ー
トも重要にな っ て い く （佐藤 1986，782−97）。 本稿

で はチ ベ ッ ト西部の ジ ャ ムチ ル ー トに注目 したが，東方へ の ル ー
トに つ い て も今後考える 必要

がある だろ う。

　また ［B］ の 管理規定で は，ン ガ リの 民戸が何戸 で ン ガ リ の ジ ャ ム チ を管理する かは記 され

て い な い 。 こ こ も，サ ン ガ の 改革で 誕生 した ような，モ ン ゴ ル 軍が駐留し t 物 資納入 だけ を在

地 の 民戸 に課す方式が採 られ て い た の か もしれ ない が ，本稿で は十分 な考察がで きなか っ た 。

モ ン ゴ ル 時代 における ン ガ リ地方の 情勢も視野に入 れつ つ ，今後検討 して い きた い 。
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（D
（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（ll）

同様の 記事は GBYT の サ キ ャ パ の歴史を記 した箇所に もみえる （GBYT ，　327）。

こ の 部分の 日本語訳は，沈衛栄の 研究中に ある （沈 2003，85）。

聖 旨を宣読 して い る こ とか ら，ダ シ ュ マ ン は 開読使臣で あ る と も考え られ る （中村 ・松川 1993
，

14；舩 E日2005，95−97）。

河州は ga　chu と表記 される （西田 1970，109）。1376 年成立 の 『ヤ ル ル ン ジ ョ ウ ォ の仏教史』（YC ）

に は ク ビ ラ イの 第七子 の ア ウ ル ク チ （Mon ．　A γruqtii，　Tib．　a　rog 　che ）の子孫が ga　chu に い た こ とが

記 されるが，こ れは河州が ア ウ ル クチ家 の 分封地 で あ っ た こ とを示唆する （YC ，86）。

チ ベ ッ ト
・漢地間 の 交通路上における臨挑 の 重要性 につ い て は （山本 2007）があるが，関係者以

外入 手 し に くい 文献 で あ る た め，改 め て 発表 し た い と考 え て い る 。 臨挑 に つ い て は （中村 2008，

220−24） も参照すべ きで ある 。

土蕃はチ ベ ッ トを，西川は 四川西部を指す 。

こ の バ ヤ ン の 事績は，YC に す で に 見 える （YC ，
82）。

ある い は，戸 口調査 の結果 とし て記さ れ て い る もの は站戸 の数の み で あり，チ ベ ッ トの 民戸 の全

体像は，もっ と大 きく見積 もるべ きなの か もしれな い が，こ れ以上 の こ とは現段階で は不明で あ

る。

NQ　14 の go　pe とNQ　I　5 の ga　ra は，［A］［Bコに 挟まれた記事の 中 で ，ド トゥ
ーの go　dpe 駅 ・ga

re 駅 と して 見 える もの と 同
一

で あろ う （GBYT ，　277；Petech　1990，62，65）。 ［A ］以降 匚B ］が書か

れ る まで の ど こ かの 段階 で ，ド トゥ
ー管轄か らウの 管轄へ 変わ っ た と考 えられ る 。 こ の 点で も，

［A ］［B ］二箇所 の 記事 の 間 に 時間差が あ る こ と が わ か る 。

陳慶英は こ れ を 「三路軍民管戸」と訳すが （陳 1986，165），「管戸」 の 部分 は，他 の 箇所で は 「万

戸」と訳 して お り （陳 1986，199），こ こ も 「万戸」で 問題なか ろ う。で は 「三路」は何を指すの

だ ろ うか 。「三 路」と して まず想起 さ れ る の は，漢文史料に見え る 「烏思蔵納里速古兒孫等三 路

宣慰使司都元 帥 （府）」の 「三路」で ある 。 し か し こ の官衙は 至元 29 （1292）年に設置され て い

る。シ ャ
ーキ ャ サ ン ボが プ ン チ ェ ン だ っ た の は，パ クパ 生存中 （パ クパ は 1280 年死去） で ある

か ら，こ の 三路 を 「ウ ・ツ ァ ン ・ン ガ リ」 とす る こ とはで きな い 。考え られ る の は， ドメ ー・ド

カ ム ・ウ ツ ァ ン の 三宣慰使司を 「三路」と呼んだ可能性で ある 。 沈衛栄がすで に指摘す るよう

に，ドメ
ー・ドカム ・ウ ツ ァ ン を 「三路」 と呼ぶ 例 は無 い わけで はな い が （『永楽大典』 巻 正9421

所収 『経世大典』站赤 6，延祐元 ［1314］年 4 月 3 日の 条 ［YLDD ，
7231］），宣慰使司 の 管轄区域

は 「道」 と呼ばれる の で，こ れは 「三道」とする方が適当で ある （沈2003
，
83）。 ある い は，こ

こ の 「gru」は，「路」で はな く 「道」を写した と考える ほ うが 良い か もしれない 。

hor 〔lmag　stong 　skor 　bdun　gyi　nang 　nas ！／bdun　brgya／／stod 　hor　gyi　so 　kha　bsrung　mi　la　bzhags11 （GBYT ，
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（12）

（13）

（14）

（15）

291）（訳）モ ン ゴ ル 軍 の 7 つ の 千戸隊の 中か ら，700 （人）を，stod 　horの哨戒所を守備する者に

した 。

村 岡倫は，ク ビ ラ イか らテ ム ル の 時代 にお い て 活躍 した チ ベ ッ ト僧タ ン パ に つ い て ，そ の 法力

を紹介する際に，『元史』巻 202，釈老伝 の 次の 記事を引用 する （村岡 1996
，

91）。 「元貞の 間

（1295−97 年），海都 （カ イ ドゥ ），西番 （チ ベ ッ ト）の界を犯す。成宗 （テ ム ル ）命じて摩訶葛

剌 （マ ハ ーカーラー）神に祷 らしむ」（YS ，4519）。この記事の 典拠と考え られ る 『仏祖歴代通載』

巻 22，膽巴 （タ ン パ ）伝に も 「是年 （元貞乙未 ＝ 1295年），使を遣わ し師 （タ ン パ ）に詔 して

問い て 曰 く， 『海都 の 軍馬は西番の 界 を犯す 。 師は仏事中に能 く退 降せ しむるや否や』 と」 （FLT，

458）とある。 カ イ ドゥ 勢力は 1295 年にも．まだチ ベ ッ ト方面に侵入して い た の で ある 。

『元史』巻 101．兵志 4，站赤で は 「元制 の站赤は，駅伝の訳名な り。蓋 し以 っ て 辺情を通達 し，

号令を布宣する は，古人 の 謂う所の郵を置 きて 命を伝 うる に して，未だ此 の 者よ り重 きは有 ら

ず」 （YS，2583）と表現 され，駅伝 ≡ジ ャ ム チは辺境情勢の 報告 と，命令の伝達が二 つ の 柱 とさ

れ て い た 。

『元史』巻 87，百官志 3，宣政 院の 条に は t 烏思蔵納里 速古児孫等三路宣慰使司都元 帥府に属 す

る もの として 「納里速古児孫元帥二 員」が挙が る （YS ，
2198−99）。

鳥思蔵納里速古児孫等三路宣慰使司都元帥府の 名は，当該時代の現存する チ ベ ッ ト文文書に も

gtsang　dbus　mnga
’
　ris　skor 　gsum　gyi　swon 　we 　se

’imi　dponの 名 で 現 れ る （中村 2005，　49−50，56）。 中

村 の 整理 によれば 年代が判明 して い る文書の うち，こ の 名称が現れ る最 も古 い もの は 1304年

の第 6代帝師リ ン チ ェ ンギェ ル ツ ェ ン （rin 　chen 　rgyal 　mtshan ）の法旨で ある （中村 2005，40−41＞。
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